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外研修

9月 1 7 日 、淡 路 島 「北 淡 震 災 記 念 公 園 」 を訪 問 し 、 「 阪 神 ・淡

路 大 震 災 」発 生 時 の 、旧 ・北 淡 町 の 取 組 み に つ い て学 習 し ま し

た 。い つ 発 生 し て もお か し く な い 「地 震 災 害 」 に つ い て 、上 井 地

区 の 取 組 み の 参 考 に 学 び まし た。 (参 加 者 13 名 )

「阪神・淡路大震災」の教訓を学ぶ
地区振興協議会 防災部長

真壁照雪 (※ 要 約 の 文 責 編 集 委 員 会 )

今回の研修を機会に、「上井地区の安心・安全なまち作り」に

向けた取り組みを住民の皆さんとともに推進して行きたい。

①上井地区防災訓練(体験と学習)…１２月８日（日）９：００～

案内と参加募集：１０月１５日付回覧文書で

②防災マップ・支え合いマップ作り

各町内別（出来れば班単位で）、定期的見直し作業

「近所同士で情報共有」

いざと言う時の「安否確認のために」

⇒本人はもとより、家族・近所の助けが重要である。

１．阪神・淡路大震災(1995年1月17日午前5時46分)発生

震度７ マグニチュード７.３

死者6.434名 行方不明3名 重傷者10,683名 軽傷者33,109名

全半壊家屋46万世帯

２．旧北淡町（当時の人口：11,214名・約3,700世帯)

死者39名 重傷者59名 軽傷者311名 全半壊家屋数3,307世帯

〈救出活動〉

午前6時30分に災害本部立ち上げた。

約300名が生き埋め。⇒昼過ぎ、全員救出。

発生から１日以内に全て確認。行方不明者0と確認出来た。

⇒「 報告 体 制 を 作 っ て い た」 近 所 同士 で 家 族 構 成 を 全て

把 握 して い た 。 （ 近 所力 ）

３．震災から学んだ教訓

①となり・近所とのコミュニケーションが大切。

②防災意識が大事。備え。防災訓練を実施し、命をどう

やって守るかというを意識を持つことが大事。

③災害に強い町作り→家屋の耐震化・情報伝達方法の確立

④災害後の心のケア

４．助かった人の内容

自助…①自力３６％ ②家族３２％

共助（近所）…２０％ 公助（行政）…１０％

５．野島断層保存館（※国の天然記念物として保存）を見学。

隆起した断層・長さ=８ｋｍ（明石海峡大橋4ｋｍの倍）におよ

び、 段差は水田あぜ道で1.6m（最大２ｍの場所があった）

６．上井地区の防災力・地域力向上に向けて

体験コーナー【参加費無料 各15人程度・先着順】

12/7(土) 10:15～受付

クリスマスリース(子ども対象)

牛乳パックで門松(大人対象)

12:45～受付

絵手紙教室 年賀状を作ってみよう♪

12/8(日) 10:15～受付

楽しいe-スポーツ体験 ♪太鼓の名人

12:45～受付

♪太鼓の名人・マリオカート

問合せ先：市公民館連絡協 ２２－１３０１

10月18日（金）河北

小学校の音楽会（合

唱・音楽物語・合奏）

が開かれました。

フィナーレは、全

校の、昔話「打吹天

女物語」の合唱でし

た。この日は30.2℃

【10月15日（火）参加者26名】

まだ、作品が並べられていない美術館を見学が出

来るという企画で、ビックリするほどの見学希望が

殺到。受付開始から30分で〝満席〟となりました。

初めて建物に入る参加者は、「床は智頭杉・天井

は吸音デザイン・テラスのドーム素材は東京ドーム

と同じ」などの説明に感動の連続。

「二度と見ることが出来ない、作品のない空間を

見ておきたかった」「初めて知ることが多く、とて

も勉強になった」と大満足の感想がありました。
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【10/23日(水)15:30から1時間】

河北中学校の生徒会が、企画・

運営した清掃活動が実施されまし

た。11名の地域の方は、中学生(2

3名)と和やかに交流しながら上井

コミセン周辺をクリーン活動に汗

を流しました。敷地内の「どこで

もドア」も中学生にペンキを塗っ

てもらい鮮やかになりました。
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の真夏日でしたが、子供

達は生き生きと合唱、保

護者など多くの人が観賞

しました。(佐)

高い天井やドーム

の下で説明を聞く

時 間 午前 ９：３０～１１：３０

★１５分単位・８名募集 ※無料

（希望の時間を申込時にお知らせを。）

スマホの相談をしたい方はどなたでも。ａｕから

来られますが、どこの通信会社の機種でもＯＫ

未 だ 作 品 展 示 さ れ て な い 〝 空 間 〟 を 見 学

上井地区
防災訓練(体験と学習)

日 時 １ ２月 ８日 (日 )

９ ：０ ０～ １ ２： ０ ０

※受 付 8 :30 ～

場 所 河 北 小学 校

体 育館 ・ 駐車 場

〆 切 り １ １月 ８日 ま で

河 北 中 学 の

生 徒 た ち と

と 交 流 し な

がら

上井コ ミセン周 辺を

〝ク リーン・ ウォーキ ング〟

クリーンプロ
ジェクト

と き：１１月２６日（火）
9：30～12：00

場 所：上井コミセン（多目的ホール）
持ち物：室内シューズ・タオル・飲み物
参加費：無料
申込み：１１月１５日（金）まで



　　　　　１2日（水） 13:30
　　　　　１５日（金） 上井健康教室「作って食べて健康に」 10:00
　　　　　１７日（日） 10:00
　　　　　２２日（金） 10:00
　　　　　２４日（日） 10:00

高齢者のつどい「室内ペタンク交流会」
１２月　１日（日） 10:00

【教室・講座】

（月曜）　    　　１１・１８・２５日 10:15

（月曜）　 　 　  １１・１８・２５日 18:30

（水曜）  　 　　　　 　　６・２０日 10:00

（水曜）  　 　　　　 　　６・２０日 13:30

水墨画教室 （水曜）    　　　　　　１３・２７日 13:30

リラックスヨガ （金曜）  　　      　　　１・１５日 10:00

（月曜）  　　　　　　　１１・２５日 15:00

（水曜）  　　　　　　　　６・２０日 19:00

【同好会】

コーラスあげい 9:30

（月曜）　　　お休みします。 20:00

（金曜） 　　　　　 １・　８・２９日 9:30

【その他】　

なごもう会 　　　　　　　 　　　 　　５・１９日 13:00

　　　　２６日（火）
　　9:30

コミセンお楽しみ会「スマホ・個別相談会」

板画で年賀状を作ろう　３回目

上井地区自治公民館協議会　館長会

板画で年賀状を作ろう　１回目
室内スポーツチャレンジデー（チームあげいアゲアゲ隊）

板画で年賀状を作ろう　２回目

３Ｂ体操

書道教室

ゼロからはじめる
韓国語

（火曜）　　　　　　　　　５・１９日

太極拳同好会

今月の「ふれあい給食」サービス １４・２８日

河北団地の巻

編集後記

４月から給食ボランティア会長に。

山﨑富美代さん（清谷）

「 あげ い 祭」 で特 別企 画 展
故河口忠義さん遺作展

こ の 度 は 、 あ げ い 祭 〔 特 別 展 示 〕

「 河 口 忠 義 板 画 遺 作 展 」 に お 越 し

い た だ き 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

した 。

会 長 の 長 井 様 は じ め 、 セ ン タ ー の

方 々 、 展 示 係 の 方 々 に も ご 尽 力 い た

だ き 、 お 蔭 様 で た く さ ん の ご 来 場 の

皆 様 と の 温 か い ご 縁 を 感 じ る こ と が

でき、 心か ら深 く感謝 申し 上げ ます。

高 校 の 数 学 教 師 を 退 職 前 後 、 県 内

外 の 版 画 展 に 行 き 、 中 で も 特 に 、 歌

川 広 重 の 板 画 に 興 味 を 持 ち 、 自 宅 に

飾っ て い まし た 。

あ の 、 高 校 駅 伝 の 強

豪 校 の 「 西 脇 工 」 と 染

め 抜 か れ た シ ャ ツ を着

た 部 員 に 出 会 っ た 。

「今 年 は？ 」 と聞 いた ら 、

「 必 ず 『都 大 路 』に 出 ま

す ！ 」 と 断 言 し た 。久 し

ぶ り に 、 ラ ン ナ ー の 熱

気 に触 れ た。（戸）

「１１月８日は、 いい歯の日です｣

家
族
の
想
い

あげい・１０月

今

昔

昭和55年から63年にか

けて3棟建設された4階建て

の河北団地は、上井地区最

大の県営住宅です。

令和４年には、1棟目の

エレベーター設置などの改

善・改修工事が行われまし

生 涯 、 自 分 の 歯 で 食 べ る 楽 し み が 味 わ え

る よ う 、 80歳 に な っ て も 20本 以 上 自 分 の 歯

を 保つ こ と (８０２０)を 目 指 し ま し ょう 。

▽8020達 成 が 長 寿 の 秘訣

歯 の 本 数 が 多 いほ ど 長 寿 と い う 調 査 結 果

があ り ま す 。

▽8020が 達 成 出 来 な く て も、 き ち ん と 噛 む

こ と が 出 来 る 入 れ 歯 を 入 れ る こ と で 、 歯

が 20本 あ る の と同 程 度 の 効 果 が 得 られ ま

す 。 し っ か り と 噛 む こ と が 出 来 る → 全 身

の 栄 養 状 態 が 良 好 に な り 、 認 知 症 の リ ス

ク が軽 減 す る 。

▽8020を 達 成 す る に は

・ 自分 に あ っ た 正 しい 歯 の み が き 方

・ 歯間 ブ ラ シ や (糸 よ う じ 等 を 使う

・ 歯科 医 院 に 定 期 的に 通 う

※歯 科 検 診 ・ 健 診を 受 け ま し ょ う

無料の歯科検診・健診があります。市歯

周疾患検診(本年度中に40・50・60・70歳

になる方で受診券をお持ちの方)※要予約

検診期間 令和７年２月28日まで

・後期高齢者歯科健診(75歳以上)

※お申し込 みにて受診券送付後 要予約

検診期間 令和７年１月31日まで

市健康推進課 電話２７－００３０

た。

近々2棟目、3棟目の改善工事

が行われる予定で、現在、住

民は一時的に他の地域へ移転

しています。（三木）
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退 職 後 、 「上 井 板 画 教室 」 （ 上 井

公民 館 ） に 通い 始 め 、 世話 役 を 引 き

継い だ 後 、 「板 画 で 年 賀状 つ く り 教

室」で子どもたちに 板画を教えたり 、

日本 板 画 院 山陰 支 部 の お世 話 を し て

いま し た 。

作 品 は 、 植物 や 蝶 、 失わ れ つ つ あ

る農 作 業 風 景、 各 地 の 山々 、 そ し て

コ ロ ナ 退 散 の 祈 り を 込 め た 1 2 体 の

像な ど を 彫っ て い まし た 。

退 職 後 2 0 年 の 作 品 の 中 の １ つ で

も皆様のお心に残るものがござい

ましたら幸いです。ご来場誠にあ

りがとうございました。

「ふれあい弁当」

調理中。

秋
祭
り

ところ：上 井 コミセン 多 目 的ホ ー ル

講 師：板画で年賀状作ろう会

準備する物：筆記用具

彫刻刀(あれば)

※ない場合はお貸しします

参加料無料

対 象 小学生～どなたでも

申込み

１１月７日（木）

上井コミセンまで26-1736
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左の棟=近々改善・改修予定

ご祝儀とかお菓子の差し入れがあっ

た家の前で、「ワッショイ！ワッ

ショイ」(海田西町で)

「 く ら よ し 女 子 駅 伝 」 と 「 日

本 海 駅 伝 」 は 、 倉 吉 の 秋 の 風

物 詩 。 全 国 の 高 校 生 ラ ン ナ ー

が 上 井 を 駆 け抜 け ま し た 。

コロナ禍で７年ぶりの神

輿。参加 した子どもたち

(小学生24人と未就児2人)は、

初めての経験でした。

海田神社で大人の神輿と

一緒に祝詞を上げてもらい、

その後、子ども手作りの神

輿を担ぎ町内を練り歩きま

した。

「みこしを担ぎ、大声で

ワッショイ！楽しかった。

天気がよく、気持ち良かっ

た」と子どもたち。

「初めてのことで不安

だったが、割りと早く町

内を回ることが出来て良

かった」と保護者の声で

した。(三)

本町の子供達が祭の途

中、声援を送る。

倉吉駅前

駅伝〝風景〟

競 り 合 い 。 「 く

ら よ し 女 子 駅 伝 」

※ 写 真 ・ 文 (戸 )

「
夫
婦
で
稲
こ
き
」


